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３ オブスタクル
パートA -イベント

はじめに
オブスタクル競技の実施段階でのアスリートのパフォーマンスの急速な進歩に照らし、公平性と競争バ
ランスの原則を維持するために、UIPM執行委員会は、2025年シーズンの終了後に、競技の継続的な完全
性と公平性を確保するために必要と思われる場合、この章に含まれる規定を修正または変更する裁量権を
保持します。

3.1 イベントのプレゼンテーション
i) オブスタクルイベントは、スタートラインからフィニッシュポイントまで障害物を乗り越えるレー
スで、個人とリレーの両方で開催されます。

ii) UIPMカテゴリーAの競技会は、常に直接対決のレースとして開催されます。
iii) オブスタクルリレー競技は、各チームの女性選手と男性選手がそれぞれ競い合うレースとして開催
されます。リレーの各選手は、全コースを完走しなければならない。

3.2 権 限
すべてのUIPM競技会では、オブスタクルディレクター、記録員、コールルーム審判、コース審判、ス
ターター、計測員、フィニッシュウォール審判を任命する必要があります。潜在的な侵害に関する関連担
当によるすべての決定は最終的なものです。

3.2.1 オブスタクルディレクター
i) 前述のすべての組織の任命、およびそれらの活動の調整と管理を含む、オブスタクル競技の全体的
な正しい実施に責任があります。

ii) 進行中のイベントに関連してアスリート/リレーチームの代表者から受け取った口頭での抗議につ
いて裁定する権限があります。

3.2.2 記録員
i) 競技中、すべてのワークシートの記載責任があります。

3.2.3 コールルーム審判
i) 各ヒートの前にアスリートを組合せを確認します。

ii) ユニフォームやアクセサリーをチェックし、手に無許可の物質が含まれているなど、不正な装備を
持つアスリートがスタートに進むことがないように確認します。

iii) 各アスリートがスタート番号を取り付けるために安全ピンを使用していないことを確認します。
iv) 各ヒートの前に、アスリートがスタートの準備ができていることを確認する責任があります。

3.2.4 コース審判
i) オブスタクルディレクターによって配置され、近接して最適な監察が保証されます。

ii) 選手が障害物に初めて失敗した場合、コースジャッジは直ちにイエローフラッグを掲げ、大声で
「フェイル」と呼びかけ、競技選手が反則が発生したことを理解していることを確認するものとし、
これは警告に相当する。同じ障害物で2回目の失敗が発生した場合、ジャッジは赤旗を掲げて「ス
トップ」の声を出して、アスリートの敗退を確認する必要があります。

iii) 各レーンには2人のジャッジが必要で、それぞれが8つの障害物のうち4つをカバーします。さらに2
人のジャッジが必要で、1人はフィニッシュウォールの両側に配置され、選手が最後のジャッジの前
に障害物をクリアできなかった場合に備えています。彼らの役割は、旗を掲げ、アスリートが壁を登
り始める前に止める準備ができていることです。。

iv) コース審判の旗は、寸法が25x25cm(±5cm)でなければなりません。
3.2.5 スターター

i) 競技開始までの間、アスリートを完全に制御し、レースの開始に関連する潜在的な違反の唯一の判
断者です。

ii) 選手がスタートする予定の選手にスタートの合図を送る責任があります。
iii) フォールススタートペナルティを適用する責任があります。



3.2.6 計測員
i) アスリートのタイムを記録する責任があります。ストップウォッチまたは手動操作の電子タイマー
を使用する必要があります。自動計時を使用するかどうかにかかわらず、常に少なくとも2人のタイ
ムキーパーがいるべきです。

3.2.7 フィニッシュウォール審判
i) 電子計時に失敗した場合、または手動計時が使用された場合に、アスリートの到着順序を判定する
責任があります。

ii) フィニッシュウォールの順番を維持し、選手のレーンが交差するのを避ける責任があります。
iii) 壁への試技について、許可または制止を判断するとともに、アスリートがフィニッシュウォール構
造物から安全に降りる状態にあることを確認します。

3.3 組織と日程
3.3.1一般的な側面

i) 競技会は屋内または屋外で開催でき、コースは水平で堅固な基盤に落ち着くことができる任意の表
面にコースを配置します。

ii) 全⾧70mのコースに設けられた8つの障害物は、個人競技とリレー競技の両方で使用されます。
iii) ジュニアとシニアの競技会では、種目間で一貫性を保つために6つの障害物が固定されます。他の2
つの障害物は、予選のための最初のテクニカルミーティング(TM)で抽選され、準決勝の前のTMで再
抽選されます。これは決勝にも適用されます。U15、U17、U19の大会では、8つの障害物がすべて固
定されます。

3.3.2 開始順序
i) 予選では、選手はPWRオブスタクルタイムに応じて順位が決定されます。選手/リレーチームが

PWRを持っていない場合は、エントリータイムが使用されます。PWRオブスタクルタイムが遅い、
またはエントリータイムが遅い選手が最初に競技し、レーンAに配置されます。

ii) エントリータイムが同じ場合は、PWRのポジションが低い選手が最初に出場します。どちらの選手
もPWRを持っていない場合は、所属のNOC(国内オリンピック委員会)コードのアルファベット順に
よって順序が決定されます。グループに割り当てられるアスリートの数が奇数の場合、最初のヒート
のアスリートは単独で競争します。

iii) U17、U19、ジュニア、シニアの準決勝と決勝では、フェンシング競技後の順位の逆順がスタート
順になります。フェンシング競技後に最下位にランクされた選手/リレーチームは、レーンAに配置さ
れます。

iv) U15個人決勝では、選手は予選の達成時間に応じて順位が決定されます。リレー競技では、チーム
は第3.3.2条 i)に従って配置されます。

v) リレー競技では、各チームの選手のスタート順は、テクニカルミーティングの前にチーム代表が書
面で宣言しなければならず、UIPMテクニカルデリゲートによって承認された後は変更することはで
きません。チーム内の選手がフイニッシュブザーを作動させてコースを完了するとすぐに、選手は
コースを開始することができます。混合リレーでは、まず女性が出場し、次に男性が競います。

3.3.3 コールルームでの検査
i) 不正な用具(第3.8条参照)を装着した選手は、競技開始前に承認された用具に変更しない限り、競技
を許可されない。選手がこのルールの遵守を拒否した場合、失格となる。

3.3.4 ウォームアップ
i) 予選のウォームアップ時間は少なくとも20分設定されます。

ii) 準決勝と決勝では、競技が始まる前に、すべての種目で60分間の一般的なウォームアップ時間が設
定されます。

iii) LOCは、テクニカルミーティングですべてのウォームアップの詳細を発表します。



3.4競技会の実施
3.4.1 安 全

i) ウォームアップ中、ある選手が1つの障害物をスタートし、他の選手が同じレーンで障害物を乗り
越えていることは禁じられています。

ii) 屋外競技で雷や落雷が発生した場合、すべての活動を直ちに停止する必要があります。
iii) 雨、風、その他の悪天候、または障害物要素の破損や故障などの例外的な状況では、TDは、競技
を延期、障害物を除外、障害物の要素の数を削減、または特定の状況によっては吊り下がった状態か
ら障害物を開始することを義務付けることを宣言し、その他、選手の安全を確保するための措置をと
ることができる。例えば、障害物を登るための結び目のあるロープの使用、滑り止めのエレメントの
使用などのあらゆる措置をとることができる。

3.4.2 スタート
i) 選手はスタート台に近い場所に誘導され、アナウンサーによって紹介される。

ii) 競技開始時に割り当てられた時間に選手がコールルームにいない場合、レフリーは開始時に1分間
隔でコールを2回繰り返す。3回目のコールまでに現れなかった選手は失権となります。

iii) スターターからの⾧いホイッスルで、選手はスタートプラットフォームに足を踏み入れ、スタート
の合図までそこにいなければなりません。スターターの「テイク・ユア・マークス」の合図で、選手
はすぐにスタートポジションを取らなければなりません。両方の競技者が静止した時、スターターは
スタートピストル、ホーン、ホイッスル、ブザー、ビープ音、またはコマンドを使用してスタート合
図を発します。

3.4.3 不正スタート
i) スターターは、できるだけ早くフォールススタートをアナウンスし、アスリートが早すぎるスター
トをした場合は、アスリートと観客に聞こえるようにしなければならない。

ii) スタートが遅れた選手は罰せられませんが、スタートの合図に従ってスタートすべきだった瞬間か
らタイムが取られます。

iii) フォールススタートは、アスリートが以下の場合に発生します。
a) 出発合図より前にプラットホームを出発してしまう。
b) 出発合図より前にスタート動作を開始してしまう。

iv) 選手またはリレーチームは、誤ったスタートをした場合、10ポイントの減点が科されます。
v) アスリートまたはリレーチームは、あからさまにスタートが早すぎた場合、失格となります。

3.4.4 コース
i) 各障害物には、踏切と着地プラットフォームがあります。

ii) 障害物を正しく完了するためには、選手は踏切と着地プラットフォームの間の距離を横断する必
要があります。着地後にプラットフォームを横に踏み出しても、ペナルティは科せられません。

iii) アスリートがクラッシュマットや垂直トラスに接触し、触れたり、擦ったり、滑ったりしても、勢
いを得たりバランスを取り戻したりする等のメリットが得られない場合、失敗とは見なされません。

iv) 選手は、本ルールに掲載されている指示に従って、専用レーン上のすべての障害物を乗り越えな
ければならない。走ったり、歩いたり、跳んだり、登ったり、這ったり、よじ登ったり、持ち上げ
たり、運んだり、あるいは障害物を横切ったり、くぐったり、乗り越えたり、沿ったり、通り抜けた
りすることができる。

v) 障害物の一部に触れるなどして障害物に自重を預けることは、障害物の一部を試みた行為とみな
し、その障害物通過の開始とみなされる。

vi) 障害物を試みて失敗した後、選手は、その障害物の最終地点まで進み、障害物の垂直トラスを周
回して、障害物の外側から開始位置に戻ることによって、その障害物を再トライすことができる。ス
テップを含むバランス系障害物の場合、競技者は障害物の最終地点を越えた後、障害物の外側を使用
してその開始位置に戻らなければならない。

vii) 同じ障害を通過するための2回目の試みが失敗した後、アスリートは停止され、すぐにコースから
退出する必要があり、失権になります。

viii) 選手がレースをスタートした後、故意に衣服を捨てたり、コース上にゴミを捨てたりすることは
固く禁じられており、ペナルティの対象となります。

ix) 障害物を始めてから、踏切プラットフォームを後方に踏み出すと、試みは失敗とみなされます。
x) 他の選手を押し合ったり、横切ったり、他の選手の進行を妨げるような妨害をしたり、スポーツマ
ンシップに反する行動をとった場合、失格となる。

xi) 選手がぶら下り系障害物を通過するために他の選手のレーンを横切った場合、その選手は失権にな
ります。

xii) 障害を通過する試みが失敗した後に審判員の指示に従わなかった場合は、失権となります。

3.3 組織と日程
3.3.1 一般的な側面
3.3.2 開始順序
3.3.3 コールルームでの制御
3.3.4 ウォームアップ



xiii) 3.4.1 iii)、3.4.4 x)および xi)の場合、コース審判の見解において、当該競技者が他者からの妨害を受
けたと判断された場合、テクニカルデレゲートの承認を得た上で、当該競技者は全コースを再度実施
する権利を有する。

xiv) 競技者は、トライに失敗した後に競技を再開するために戻る際、トラス構造の両外側に設置された
サイドマットの上を走ることができる。これらのマットの上を走っても罰則はない。

xv) 選手は、通過を失敗した後、障害物を再スタートするために戻る際にトラスに触れることが許可さ
れています。

3.4.5 フィニッシュ
i) アスリートは、手、腕、または前腕のいずれかの部分でフィニッシュブザーを作動させた瞬間に
コースを完了します。ブザーは、ホーン、スコアボード、またはその他のフィニッシュデバイスに接
続する必要があります。対戦の勝者は、ブザーを最初に押した者です。

ii) 指定されたレーンと反対側のレーンのブザーを押した場合は、失権となります。この場合、手動計
時により、停止されたレーンでの成績を記録する。反対車線の選手の成績が著しく影響を受けたこと
が明らかな場合は、再レースの機会が与えられる。

3.4.6 記 録
i) 自動判定・計時装置が用意されている場合は、それを使用して各選手の優勝、順位、タイムを決定
しなければならない。結果とタイムは計測員の判断に優先する。片側または両側のレーンに故障や機
械的な不具合が発生した場合は、該当するレーンにおいて計測員の計時が優先される。

ii) 選手の成績は、100分の1秒単位で計測されたタイムによって順位付けされる。

3.5 オブスタクルを克服する要件
本条の規定は、本規則で規定されている障害を克服するために許可される行為と禁止される行為につい
て概説するものです。
3.5.1 ステップ
足でステップを通過します。手でステップをつかんだり触れたりすることは禁止されています。第

3.4.1条iii.に記載されている状況を除き、すべてのステップを使用する義務はありません。
3.5.2 ビッグホイール
前の障害物からジャンプし、ホイールをつかんで前方にスイングします。プラットフォーム間の地面
に触れることは、第3.4.4条iii.に記載されている場合を除き、禁止されています。

3.5.3 オバーアンダースルー
オーバーウォール、アンダーウォールを越え、スルーウォールの開口部を通過します。壁のどの部分
も使用したり触れたりすることができますが、垂直の支持フレームは除きます。

3.5.4 リング
リングに手だけを使って障害物を通過します。プラットフォーム間の地面に触れることは、第3.4.4
条iii.に記載されている場合を除き、禁止されています。第3.4.1条iii.に記載されている場合を除き、す
べてのリングを使用する義務はありません。

3.5.5 バランスビーム
平均台を足だけを使って通過ます。スタートラインとフィニッシュラインの間の地面との接触は禁止
されています。平均台を這ったり抱きしめたりすることは禁止されています。

3.5.6 ジャイアントステップ
足だけを使って障害物を通過します。手で階段をつかんだり触れたりすることは禁止されています。
プラットフォーム間の地面に触れることは禁止されています。第3.4.1条iii.に記載されている場合を除
き、すべてのステップを使用する義務はありません。



3.5.7 ホイール
ホイールは手だけで保持してプラットフォーム間を通過します。プラットフォーム間の地面に触れる
ことは、第3.4.4条iii.に記載されている場合を除き、禁止されています。第3.4.1条iii.に記載されている
場合を除き、すべてのホイールを使用する義務はありません。

3.5.8 モンキーバー
バーは手だけを使って保持して通過します。プラットフォーム間の地面に触れることは、第3.4.4条iii.
に記載されている場合を除き、禁止されています。第3.4.1条iii)に記載されている場合を除き、すべて
のバーを使用する義務はありません。

3.5.9 アセンションバー
バーは手だけを使って保持して通過します。プラットフォーム間の地面に触れることは、第3.4.4条iii.
に記載されている場合を除き、禁止されています。第3.4.1条iii)に記載されている場合を除き、すべて
のバーを使用する義務はありません。

3.5.10 クライビングホールド
障害物のホールドを手のみで通過する必要があります。プラットフォームの間の地面に触れることは、

3.4.4 iii)の場合を除き、禁止されています。3.4.1ⅲ）に記載されている場合を除き、ホールドをすべて
使用する義務はありません。

3.5.11 フライングフープ
障害物のフープは、手だけを使って通過します。プラットフォーム間の地面に触れることは、第

3.4.4条iii.に記載されている場合を除き、禁止されています。第3.4.1条iii.に記載されている場合を除き、
すべてのフープを使用する義務はありません。

3.5.12 スインググローブ
球体の上で手だけで保持して障害物を通過します。各球体の支持ポールを赤く塗られた部分の外側を
保持することは許可されていません(第3.11.13条を参照)。この赤い部分は、球体から 15cm 上に広がっ
ている必要があります。プラットフォーム間の地面に触れることは、第3.4.4条iii.に記載されている場
合を除き、禁止されています。第3.4.1条iii.に記載されている場合を除き、すべての球体を使用する義
務はありません。

3.5.13 ティルティングラダー
梯子を掴む手だけを使って障害物を通過します。プラットフォーム間の地面に触れることは、第

3.4.4条iii.に記載されている場合を除き、禁止されています。第3.4.1条iii.に記載されている場合を除き、
すべての梯子を使用する義務はありません。

3.5.14 フィニッシュウォール
壁を駆け上がり、最上部のプラットフォームに到達します。アスリートの足が頭の高さより常に下に
保たれている限り、側面を除く壁に体のどの部分が触れても良い。

3.6 ポイント獲得
近代五種ポイントは、これらのルールの付録3B1および3B2に示されているパフォーマンスタイムに
従って付与されます。各 0.33 秒は 1 MP ポイントに相当します。

3.7 違反と罰則
3.7.1 警 告

i) 初めて障害物に失敗したアスリート。
ii) アスリートの身体の一部と垂直トラスまたはクラッシュマットとの間に初めて接触するあらゆる形
態(第3.4.4条iii.に記載されている状況を除く)。

3.7.2 10ポイント
i) 服装/装備のガイドラインに違反するもの。

ii) スタート番号ゼッケンの寸法の変更。
iii) 不正なスタート。
iv) コース上に衣類、備品、ゴミを故意に捨てること。



3.7.3 失 権
i) 同じ障害物での二度目の失敗。

ii) 障害物上での警告の後、競技者の身体の一部と、同じ障害物上の垂直トラスまたはクラッシュ
マットとのいかなる形の接触。ただし、Art. 3.4.4 iii)に記載された状況を除く。

iii) 障害物を克服するために、他のアスリートのレーンを横切ったり、走り込むこと。
iv) リレーでの不正確な交代。
v) カメラ、電話、またはその他の禁止されたデバイスの使用。

vi) 手に手袋、テープ、チョーク（マグネシウム）またはその他の粘着性物質を使用すること。
vii) 障害物通過時に失敗した後、審判員からの指示に従わなかった場合、失権になります。

3.7.4 失 格
i) 故意に他のアスリートを押しのけたり、走り回ったり、妨害したりすること。

ii) 機器ガイドラインに従うことを拒否する。
iii) あからさまに早すぎるスタートを試みる。

3.5.9 アセンションバー
バーは手だけを使って保持して通過します。プラットフォーム間の地面に触れることは、第3.4.4条iii.
に記載されている場合を除き、禁止されています。第3.4.1条iii)に記載されている場合を除き、すべて
のバーを使用する義務はありません。

3.5.14 フィニッシュウォール
壁を駆け上がり、最上部のプラットフォームに到達します。アスリートの足が頭の高さより常に下に
保たれている限り、側面を除く壁に体のどの部分が触れても良い。

パートB  -個人装備

3.8 服 装
i) カテゴリーAの競技会では、同じ出場国の選手は自国のユニフォームを着用しなければならない。

ii) 選手は、背中に、業者によって明確な姓をプリントまたは刺繍したトップスまたはペンタスーツ
を着用しなければならず、その下にはNFコードが生地と対照的な色で記載され、サイズは7～12cm
でなければならない。

iii) UIPMのロゴパッチは、UIPMのユニフォームガイドラインの現在のバージョンに従って、トップス
またはペンタスーツに配置する必要があります。UIPMのロゴパッチが欠落しているか、誤って配置
されている場合は、10ポイントの減点が科されます。

iv) アスリートはスパイクのない運動靴で競技しなければなりません。
v) LOCは各選手にスタートナンバーを提供する責任があります。スタートナンバーをトップやペン
タスーツの前面に留めるために安全ピンを使用してはいけません。この場合、粘着式のスタートナン
バーのみが許可されます。スタートナンバーは前面に、腰の高さより上に着用し、すべての天候条件
で見えるようにしなければなりません。

vi) 手袋、リストバンド、カルスガード、コンプレッションスリーブ、及びそれに類するものは使用
できない。

vii) 手首と手にテープを使用することは禁止されているが、医療用テープは除きます。
viii) 腕時計、ネックレス、指輪、イヤリング、ブレスレット、ピアス（いかなる種類でも）、ゆるい
衣服、そして障害物に引っかかる可能性のあるその他のアイテムは禁じられています。アスリートは
キャップや帽子を着用することも許可されていません。

ix) ヘッドバンド、王冠、ティアラは禁止されています。
x) 固定式、取り外し式にかかわらず、いかなるタイプのピアスも禁止されている。

xi) 髪は、上部の名前やスタート番号を隠さないように固定する必要があります。
xii) サングラスまたは眼鏡は、安全ストライプ付きのみ許可されています。
xiii) 登山、ウエイトリフティング、体操、サッカー、バスケットボール、その他の「チョーク」（マ
グネシウム）およびそのすべての形態（液体、粉末など）は禁止されています。アスリートは競技前
に手を徹底的に清潔にする必要があります。

xiv) カメラ、電話、ラジオ、テープレコーダー、またはあらゆる種類の通信システムは禁止されてい
ます。



パートC  - LOCが提供する機器
3.9 コース

3.9.1定 義
i) コースは、個人およびリレー競技のために70メートルの距離にわたって配置された8つの障害物で
構成されています。

ii) コースの⾧さは、スタートプラットフォームのスタート地点の垂直面からフィニッシュブザーの
中心線の垂直面まで延びるレーンの中央線に沿って測定された水平距離であり、アスリートは2つの
レーンで競います。

iii) コースは直線、曲線、U字またはV字型に設定できます。
iv) U字またはV字型に設計されたコースの場合、コースの曲率に対応するために、規定の70メートル
の⾧さの最大10%の許容範囲を適用することができます。この調整により、形状によって引き起こさ
れる偏差を補うためにコース全体の⾧さが調整され、確立された基準に準拠することが維持されます。

v) U字またはV字型をしたコースを設計する際には、レーンの⾧さのバランスとターンへのスムーズ
なアプローチを確保するために、カーブの構築に細心の注意を払う必要があります。カーブの構築に
は以下の基準が適用されます。
a) カーブの半径は、プラットフォームや障害物の内側の角から測定して、少なくとも1メートルで
あるべきです。この半径は、障害物コースの総距離が最大⾧の70メートル（+最大10%）を超えな
いように慎重に選定する必要があります。

b) 両方のレーンを区切るラインは、地面に見えるように、かつプロフェッショナルに描かれていな
ければなりません。

c) 各選手は、指定されたレーン内でコースを完了し、仕切り線を踏まないことが求められます。他
の選手のレーンに侵入した場合は、規則第3.4.4 iv)に従うことになります。

vi) リレー競技では、選手の交代に次のいずれかのシステムが必須です。
a) 電子式：各レーンには、フィニッシュブザーと連動した同期ライトが1つ、障害物番号2の構造物
のスタートラインに最も近いトラスの各コーナーに配置されなければならない。リピーターライト
は、リレーの2番目の選手に、1番目の選手がコースを終了したことを明確に示すものでなければな
らない。

b) 手動式：電子システムを再現するために旗を持った審判を使用する。
vii) 障害物の前後にはテイクオフおよび着陸プラットフォームを設置し、高所からの落下が発生する
可能性のあるすべてのエリアをマットレスで覆う必要があります（Art. 3.10.2および3.10.3を参照）。
プラットフォームはトラスの内側の端に沿って、障害物の内部側に設置しなければなりません。



3.9.2 ジュニアとシニアの競技会
i) ジュニアおよびシニアカテゴリーA、B、C競技会において、コースの構成は表1に従わなければな
りません。参照された表の最初の列に番号が付けられた障害物5および7は、隣接する列の利用可能
なオプションから選択されます（また、アート3.3.1 iiiも参照）。

ii) コースは高架構造に設定される場合があります。この場合、走行面の高さは地面から一定でなけ
ればなりません。構造部品は、障害物の建設を高架構造に適応させるために、これらの規則の3.10で
説明されているものよりも幅広く、高くすることができます。それに関わらず、各セクションで説明
されている障害物の特性は同じままであり、標準的な障害物の機能を維持します。

表1.ジュニアおよびシニア年齢層のコース構成

下の図1は、抽選1「ホイール」と抽選2「リング」を特徴とするコースの簡略化されたビューを提供します。

図1.ジュニアおよびシニア年齢層のコース構成

抽 選＃２抽 選＃１障 害 物
リングホイールステップ１

クライビングホールドフライングフープビッグホイール２
スインググローブアセンションバーティルティングラダー３

オバーアンダースルー４
抽 選＃１５

ジャイアントステップ６
抽 選＃２７

フィニッシュウォール８



3.9.3 Ｕ15、Ｕ17、Ｕ19の競技会
U15、U17、U19カテゴリーのA、B、C競技会では、コースの構成は表2に従わなければなりません。

表２. U15、U17、U19年齢層のコース構成

下の図2は、コースの簡略化されたビューを提供しています。

図２. U15、U17、U19年齢層のコース構成

障 害 物
ステップ１

ビッグホイール２
オバーアンダースルー３

リング４
バランスビーム５
ホイール６

モンキーバー７
フィニッシュウォール８



3.10 構成器材
3.10.1 UIPM競技会

i) 障害物の設計は、競技間での⾧期的な一貫性を維持し、アスリートの安全を確保するためにコース
の重要な部分です。障害物の技術仕様、寸法や構造的完全性を含むものは、第3.11条に記載されてい
ます。

ii) UIPMカテゴリーAの競技会では、使用される構造物はトラス型で、断面は正方形です。
iii) これらの競技会では、標準化されたトラス構造が6082アルミニウム合金で作られ、TUV認証を受け
ています。高い強度対重量比、耐久性、組み立ての容易さから選ばれ、頻繁に設置および撤去が必要
な仮設構造に最適な選択肢となっています。さらに、正方形の断面はレイアウトにおいてより大きな
柔軟性を提供します。

iv) コースが高架構造に建設される場合、トラスは最小寸法40cm x 40cmの正方形の断面を持ち、壁の
厚さは3mm以上でなければなりません。これにより、障害物の高さが増加することに対応するため
の剛性と安定性が向上します。他の競技の場合、トラスの正方形断面の寸法は30cm x 30cmに設定す
る必要があります。これらの寸法は、コースの安全性を確保するために基本的です。

v) リング、ホイール、鉄棒、スインググローブ等の構造部品の安全性と安定性を確保するために、
UIPM競技では600cmの⾧さのトラスのみが受け入れられます。したがって、各300cmの2つのセグメ
ントは許可されません。

vi) すべてのトラス構造の荷重計算は、規範UN-ENV 1999-1-1（ユーロコード9）に従わなければなり
ません。

3.10.2 プラットフォーム
i) このセクションで説明されているプラットフォームは、アスリートへの衝撃荷重を軽減し、コース
を速く、審判が判断しやすくするために設計されています。すべてのプラットフォームは同じ寸法を
持ち、障害物のテイクオフおよび着地プラットフォーム、さらにスタートプラットフォーム（アス
リートがレースを開始するプラットフォーム）と呼ばれています。

ii) プラットフォームの測定は図4に従って標準化されなければならず、200cm（深さ）x 300cm（⾧
さ）x 40cm（高さ）です。高さ20cmのプラットフォームを2つ使用することは、しっかりと結合さ
れている限り許可されています。

iii) プラットフォームは木材、金属、プラスチックなどの材料を使用して構築でき、常に「プラット
フォームマット」（Art. 3.10.3 iiの参照を参照）で覆われるべきであり、滑りにくい表面を確保し、
離陸と着陸のための安全な足場を提供します。

iv) プラットフォームを適切に維持することは、競技中に表面が滑らかで危険がない状態を保つため
に重要です。

v) スタートプラットフォームは、障害物1の最初のステップの3m前に配置されるべきです。その追
加された距離はコースの最大⾧（70m）には影響しません。

vi) U字型コースで使用されるカーブコースでは、オーバーアンダースルー、バランスビーム、ジャイ
アントステップなどの障害物は、指定されたテイクオフ及びランディング・プラットフォームの必要
性が免除される。このような状況では、専門的な方法で障害の開始及び終了ラインを明確に示す必要
がある。

vii) 第3.10.2条vi)に記載された場合を除き、バランスビームの最初と最後の柱は、それぞれテイクオフ
および着地プラットフォームから1メートルの距離を維持しなければなりません。さらに、障害物の
スタートラインとフィニッシュラインは、最初と最後の柱の前後に床に明確に描かれ、障害物の始ま
りと終わりを示す必要があります。



3.10.3 安全マット
i) 安全マットの正しい配置は、参加者の安全とセキュリティにとって不可欠です。マットレスは、ア
スリートがコースを移動する際の怪我のリスクを最小限に抑えるように配置されるべきです。

ii) この目的のために、2種類のマットと厚さが使用されるべきです。
a) クラッシュマット -マットは厚さ20cmで、推奨密度は21kg/m3であるべきです。
b) プラットフォームマット -マットは厚さ4cmで、推奨密度は200kg/m3であるべきです。

iii) プラットフォームマットとクラッシュマットの両方は、カーペットボンデッドフォームなどの滑り
止め材料で仕上げる必要があります。両方のマットタイプに自己接着性のテクスチャーバンドを取り
付けることが推奨され、滑り止め特性を向上させます。

iv) クラッシュマットは障害物の下の表面を完全に覆い、各側面で最低100cm以上はみ出す必要があ
ります。これは、高所からの落下時にアスリートの衝撃を和らげるためです。

v) クラッシュマットは、隣接する構造物（例：トラス）との間に隙間があってはいけません。隙間
はつまずきや挟まる危険を生じさせ、怪我のリスクを高めるため、完全なマットを構成する部品間の
すべての接続は完全に締め付けられ、マジックテープで密着固定されなければなりません。

vi) プラットフォームマットは、スタート、テイクオフ、着陸プラットフォームに配置され、アス
リートに追加の保護層と柔らかい着地面を提供する必要があります。競技者側の角は、プラット
フォームマットを角の上に巻き付けて完全に覆う必要があります。

vii) 硬い表面に設置された障害物コースの場合、障害物「オーバー」の後と障害物「アンダー」の下
にプラットフォームマットを設置して、アスリートの衝撃緩和を提供する必要があります。

viii) トラス構造の垂直柱は、アスリートが体のどの部分からの潜在的な衝撃から保護されるように、
衝撃吸収性の柔らかい材料で覆われなければなりません。

3.11オブスタクルの説明
3.11.1 構成要素の計測要領
吊るされた要素の高さは、垂直トラスの底部から要素の最も低い部分まで測定する必要があります。
この測定にはマットレスを考慮してはいけません。



支持物は安定性を確保し、動きを防ぐ必要があります。

3.11.2 障害1番‐ステップ 3.11.3 障害2番‐ビッグホイール



3.11.4障害3番‐オバーアンダースルー

トラスが使用される場合、トラスの露出した上部はパッドで覆われ、靴や衣服などが
チューブに引っかからないようにする必要があります。

3.11.5 障害4番‐リング



3.11.6 障害5番‐バランスビーム 3.11.7 障害6番‐ジャイアントステップ



3.11.8 障害7番‐ホイール 3.11.9 障害8番‐モンキーバー



3.11.10 障害9番‐アセンションバー 3.11.11 障害10番‐クライビングホールド



3.11.12 障害11番‐フライングフープ 3.11.13 障害12番‐スインググローブ



3.11.14 障害13番‐ティルティングラダー 3.11.15 障害14番‐フィニッシュウォール

壁面には、0.5mmを超える破片、鋭利な角、隙間、突起物がなく、滑らかでなければならない。
表面は、運動靴にとって良好なグリップを提供するものでなければならないが、擦り傷によって選手が怪我を
するような仕様であってはならない。密度900kg/m³の平滑な再生ゴムで2mmまたは3mm覆うことができ、耐
久性があり滑りにくい表面となり、擦り傷による選手の怪我を最小限に抑えることができる。
ブザーはスロープの端から200cmの位置に設置してください。
フィニッシュウォールの上部プラットフォームは、ランプの外側の三方に最低1メートルの高さのフェンスを
設けなければなりません。このフェンスには、少なくとも1本の上部手すり、中間に2本の平行バー、下部に
10センチの高さの基壇が含まれるべきです。セキュリティのために開閉式のゲートを設ける必要があります。
さらに、選手の降下用に後方に梯子またはポールを設ける必要があります。



3.12 安全要件
LOCの責任（UIPMイベントにおけるUIPMの監督の下に）として、障害物コースとイベントの安全に影響を与

える可能性のある環境条件、コースデザイン、使用される障害物、参加者の能力などに合わせた安全な競技を保
証することが求められます。

3.12.1構造の承認
i) 構造要素を含むすべての障害物は、イベントで使用される前に、資格を持つ専門家からの書面による承
認が必要です。

ii) 障害物の図面が承認された後、資格を持つ専門家は、以下の要因を考慮してイベント主催者のために構
造要素の設計荷重を文書化しなければなりません。これには、予想される環境要因、風、参加者の数、最
大参加者の体重、同時に障害物にいる最大参加者数、参加者が障害物に加える最大予想力、その他の安全
要因が含まれますが、これに限りません。

iii) ホスト国の国家法が障害物コースの組み立てに専門的な認証を要求する場合、LOCはイベント開始前に専
門家の資格をUIPMに提出しなければなりません。

iv) Art. 3.10.1 v)で指定された寸法と異なる2つのトラスを使用して600 cmの吊り下げ障害物の⾧さをカバー
する場合、接続接合部および必要な追加支持構造に対して専門的かつ認定された荷重計算を行う必要があ
ります。

3.12.2建築・検査
i) 構造要素を含む障害物は、資格を持つ専門家によって承認された設計に従って建設されなければなりま
せん。

ii) イベントの主催者は、イベントの各日の前に事前検査を実施し、障害物の完全性を確認しなければなり
ません。

iii) 構造的障害物の全体的な構造的完全性を、資格を持つ専門家が承認した設計に対して変更するいかなる修
正も、使用前に資格を持つ専門家によって承認され、文書化されなければなりません。

iv) イベントの主催者は、使用に適した障害物を定期的に監視します。ウォームアップ開始の5分前と競技開
始の5分前に、コース要素の状態について包括的な検査を行います。この綿密なチェックは、コースに関与
するすべての要素の安全性と適切な機能を確保するために不可欠です。

v) すべてのトラスとネジの先端には特別な注意を払う必要があり、怪我を防ぎ、つまずくリスクを減らす
ために、カウンターシンク加工されるか、プラスチックまたはゴムのキャップで覆われる必要があります。
キャップは、最大の可視性と安全性のために、コースの外側の隣接面に外向きに配置する必要があります。

vi) バランスビームのような木製の障害物は、怪我を防ぐためにすべてのエッジとコーナーを丸める必要が
あります。鋭い角は、ささくれ、切り傷、擦り傷、またはその他の怪我を引き起こす可能性があり、木製
の表面を適切に丸めて滑らかにすることで排除しなければなりません。すべての木製表面は、障害物を弱
める可能性のある湿気による損傷や腐敗を防ぐために処理されなければなりません。

3.12.3 リスク評価
i) 障害物は、コースがトレーニングおよび/または競技のために開放される前に、競技医療チームと連携し
て資格を持つリスクアセッサーによって作成され、文書化されたリスク評価の対象でなければなりません。
リスク評価は、一般的な危険と危険な障害物要素を特定し、潜在的な怪我の確率と深刻度を評価し、参加
者による障害物の使用に関連するリスク軽減計画を策定する必要があります。

ii) 高さからの落下を伴う障害物（危険な障害物要素）については、リスク評価は以下の要素を考慮しなけ
ればなりません：落下の高さの評価、着地面、参加者の落下の種類、障害物を通じての参加者の体の向き、
参加者同士の落下、適切な落下警告標識、着地面の維持管理。

3.12.4 医療提供
i) 競技中の医療提供は必須であり、必要に応じて迅速かつ効果的な医療対応を確保するために、UIPM競技
規則およびUIPM医療規則に従って行われなければなりません。

ii) すべての医療スタッフは、救助プロトコル、障害物の特定の危険、救命機器の場所、および緊急対応プ
ロトコルについて訓練を受ける必要があります。

iii) 血痕がある場合は、すべての障害物を消毒し、病気の感染リスクを防ぐ必要があります。
iv) 障害物コースの開始時と終了時に手指消毒剤を提供する必要があります。



3.12.5 電気システム
i) オープンエア競技などの仮設構造物に設置された電気システムは、システムの一時的な性質、火災のリ
スク、一般の人々の存在、設置場所によって変化する環境条件により、電気リスクが増加します。このた
め、電気リスクを軽減するためには、実行にあたりより慎重な評価が必要です。

ii) プラグとソケットは、水の侵入に対して適切な保護レベルを持っている必要があります。
iii) 設備、工具、パネル、パイプは、現行の規制に従うだけでなく、常に良好な状態に保たれ、作業者にとっ
てリスクの源になってはいけません。

iv) 使用されるシステムと材料は、施行中の規制に準拠していることが認証されなければなりません。



付録3A オブスタクルのペナルティ表

初めて障害物に失敗する

アスリートの体のどの部分と垂直トラスまたはク
ラッシュマットレスとの接触が初めて発生するこ
とは、 3.4.4 iii)に記載された状況を除いて、いか
なる形でも禁止されます。

同じ障害物での二度目の失敗

衣服/装備のガイドラインに違反する

不正スタート

ゼッケンの規格を変更する

コースに沿って衣服、器具、またはゴミを故意に
捨てること。

障害物に関する警告の後、アスリートの体のどの
部分と垂直トラスまたは同じ障害物のクッション
マットとの接触は、3.4.4 iii)で説明されている状
況を除いて、いかなる形でも禁止されます。

障害物を克服するために、他のアスリートのレー
ンを横切り、走り込むこと

リレーでの不正確な交代

カメラ、電話、またはその他の禁止されたデバイ
スの使用

手に手袋、テープ、チョーク（マグネシウム）ま
たはその他の粘着性物質を使用すること

障害を克服しようとしたが失敗した後、審判員か
らの指示に従わなかったこと

他のアスリートを押しのけたり、走り回ったり、
妨害したりすること

機器規則に従うことを拒否する

あからさまに早すぎる開始を試みる

警 告

１０ﾎﾟｲﾝﾄ

１０ﾎﾟｲﾝﾄ

１０ﾎﾟｲﾝﾄ

１０ﾎﾟｲﾝﾄ

警 告

失 権

失 権

失 権

失 権

失 権

失 権

失 権

失 格

失 格

失 格



付録3B1 個人競技の得点表（Ｕ15、Ｕ17、Ｕ19、ジュニア、シニア） 付録3B2 リレー競技の得点表（Ｕ15、Ｕ17、Ｕ19、ジュニア、シニア）


